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十
字
架
上
で
亡
く
な
ら
れ
た
主
イ
エ

ス
は
、
十
字
架
か
ら
降
ろ
さ
れ
、
急
い
で

ア
リ
マ
タ
ヤ
の
ヨ
セ
フ
の
準
備
し
た
墓

に
葬
ら
れ
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
安
息
日
が

始
ま
ろ
う
と
し
て
い
た
か
ら
で
す
。 

 

そ
ん
な
緊
迫
し
た
中
で
も
、
ガ
リ
ラ
ヤ

か
ら
イ
エ
ス
に
従
っ
て
来
た
女
性
た
ち

は
、
遺
体
が
墓
に
納
め
ら
れ
る
有
様
を
見

届
け
て
い
た
の
で
す
。
イ
エ
ス
の
死
を
受

け
止
め
、
葬
り
を
担
っ
た
の
は
、
弟
子
た

ち
で
は
な
く
、
ガ
リ
ラ
ヤ
か
ら
共
に
旅
し

て
き
た
女
性
た
ち
で
し
た
。 

 

女
性
た
ち
は
大
き
な
悲
し
み
と
共
に
、

最
後
の
葬
り
を
行
な
う
た
め
に
朝
を
待

ち
か
ね
て
、
香
料
を
持
っ
て
墓
に
行
っ
た

の
で
す
。
非
道
に
殺
さ
れ
た
イ
エ
ス
様
に

対
し
て
一
刻
も
早
く
、
相
応
し
た
葬
り
を

し
た
か
っ
た
の
で
す
。 

 

と
こ
ろ
が
墓
石
は
す
で
に
わ
き
に
転

が
さ
れ
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ

し
て
イ
エ
ス
様
の
遺
体
が
見
当
た
ら
な

い
の
で
す
。
女
性
た
ち
は
途
方
に
暮
れ
、 

茫
然
自
失
の
状
態
で
す
。
彼
女
た
ち
に
向

か
っ
て
天
使
は
告
げ
ま
す
。「
な
ぜ
、
生 

き
て
お
ら
れ
る
方
を
死
者
の
中
に
捜
す 

     

の
か
。
あ
の
方
は
、
こ
こ
に
は
お
ら
れ
な

い
。
復
活
な
さ
っ
た
の
だ
。」 

 

こ
の
天
使
の
言
葉
こ
そ
、
彼
女
た
ち 

の
気
付
い
た
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。 

彼
女
た
ち
は
、
墓
が
空
で
あ
っ
た
と
い
う

事
実
に
直
面
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
え

っ
て
逆
に
ガ
リ
ラ
ヤ
で
生
き
生
き
と
活

躍
し
て
お
ら
れ
た
イ
エ
ス
様
の
姿
を
あ

り
あ
り
と
思
い
起
こ
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、 

あ
の
方
は
、
今
も
な
お
私
た
ち
と
共
に
お

ら
れ
る
と
実
感
し
、「
主
は
生
き
て
お
ら

れ
る
」
と
叫
び
出
し
た
の
で
す
。
女
性
た

ち
が
行
な
っ
た
報
告
、
そ
れ
は
、
皆
に
告

げ
知
ら
せ
る
、
復
活
の
証
言
、
宣
教
で
も 

あ
っ
た
の
で
す
。 

 

私
た
ち
も
こ
の
現
代
社
会
で
、
復
活
の

主
イ
エ
ス
に
出
会
う
た
め
に
出
か
け
ま

し
ょ
う
。
都
会
の
片
隅
で
苦
し
む
人
、
孤

独
の
中
で
う
ず
く
ま
っ
て
い
る
人
、
心
を

病
む
人
、
そ
う
し
た
人
々
に
寄
り
添
い
共

に
お
ら
れ
る
、
主
イ
エ
ス
に
ま
み
え
る
た

め
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。
復
活
さ
れ
た
主 

イ
エ
ス
は
私
た
ち
の
中
に
共
に
い
て
く

だ
さ
る
と
い
う
信
仰
を
持
っ
て
進
ん
で

行
き
ま
し
ょ
う
。 

 

４
月
～
５
月
の
予
定 

 

◆
４
月 

5
日
㈰ 

復
活
日 

6
日
㈪ 

復
活
後
月
曜
日 

 
 
 
 
 

4
月
逝
去
者
記
念
聖
餐
式 

7
日
㈫ 

復
活
後
火
曜
日 

8
日
㈬ 

復
活
後
水
曜
日 

9
日
㈭ 

復
活
後
木
曜
日 

10
日
㈮ 

復
活
後
金
曜
日 

11
日
㈯ 

復
活
後
土
曜
日 

12
日
㈰ 

復
活
節
第
2
主
日 

14
日
㈫ 

聖
書
の
学
び
（
旧
約
） 

17
日
㈮ 

聖
書
の
学
び
（
旧
約
） 

19
日
㈰ 

復
活
節
第
3
主
日 

21
日
㈫ 

聖
書
の
学
び
（
新
約
） 

25
日
㈯ 

福
音
記
者
聖
マ
ル
コ
日 

26
日
㈪ 

復
活
節
第
4
主
日 

28
日
㈫ 

聖
書
の
学
び
（
旧
約
） 

◆
５
月 

1
日
㈮ 

使
徒
聖
ピ
リ
ポ
・
使
徒
聖
ヤ
コ
ブ
日 

 
 
 
 
 
 

聖
書
の
学
び
（
旧
約
） 

3
日
㈰ 

復
活
節
第
5
主
日 

4
日
㈪ 

5
月
逝
去
者
記
念
聖
餐
式 

10
日
㈰ 

復
活
節
第
6
主
日 

11
日
㈪
～
13
日
㈬ 

昇
天
前
祈
祷
日 

14
日
㈭ 

昇
天
日 

15
日
㈮ 

聖
書
の
学
び
（
旧
約
） 

17
日
㈰ 

復
活
節
第
7
主
日（
昇
天
後
主
日
） 
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復
活
さ
れ
た
イ
エ
ス
に
出
会
う
た
め
に
出
か
け
ま
し
ょ
う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

司
祭 

グ
レ
ー
ス 

神
崎 

和
子 

  



(2) 

 
婦
人
会
だ
よ
り 

 
 

３
月 

3
月
15
日 

出
席
者
35
名 

 

臨
時
教
会
委
員
会
に
出
席
の
た
め
、
神

崎
司
祭
の
お
話
「
旧
約
聖
書
の
中
の
女
性

達
に
つ
い
て
」は
4
月
に
持
ち
越
さ
れ
ま

し
た
。 

・
新
し
い
婦
人
会
連
絡
網
が
配
布
さ
れ
ま

し
た
。 

・
婦
人
会
会
費
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し 

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
話
し
合
っ 

て
い
き
ま
す
。 

・
こ
れ
か
ら
の
婦
人
会
活
動
を
考
え
て
い

く
上
の
参
考
に
、
活
発
に
活
動
し
て
い
た

頃
の
婦
人
会
の
様
子
を
伺
い
ま
し
た
。 

・
フ
ィ
リ
ピ
ン
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
よ
り
、

来
日
人
数
が
2
名
か
ら
3
名
に
な
っ
た

こ
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

滞
在
中
の
食
事
作
り
の
協
力
と
、
そ
れ 

に
か
か
る
費
用
を
婦
人
会
が
も
つ
こ
と 

を
決
め
ま
し
た
。 

・
土
曜
日
の
教
会
の
お
掃
除
を
ご
奉
仕
い 

た
だ
け
る
よ
う
に
皆
様
に
お
願
い
い
た 

し
ま
し
た
。 

 
 

（
記
・
篠
原
晴
美) 

  
 

男
子
会
だ
よ
り 

  

３
月 

 

3
月
15
日 

出
席
者
15
名 

・
男
子
会
提
供
の
「
母
の
日
特
別
メ
ニ
ュ

ー
」
は
鉄
火
丼
に
決
ま
り
ま
し
た
。 

・
男
子
会
主
催
の
旅
行
の
打
ち
合
わ
せ
を

し
ま
し
た
。
目
的
地
、
日
程
な
ど
は
次
回

以
降
に
決
定
し
て
、
皆
様
に
御
案
内
い
た

し
ま
す
。 

・
先
月
88
歳
で
逝
去
さ
れ
た
マ
ッ
テ
ヤ 

斎
藤
顕
兄
の
御
自
宅
に
、
お
花
を
届
け
に

上
が
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
い
つ
も
定
例

会
に
出
席
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
思
う
と

寂
し
い
限
り
で
す
。 

（
記
・
伊
藤
和
彦
） 

       

■
大
斎
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム 

第
❷
回
（
3
月
8
日
） 

 

「
三
光
教
会
の
隣
人
と
の 

 
 
 
 

つ
な
が
り
を
考
え
る
」 

 
 
 

―
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
― 

  
 

社
会
委
員
会
委
員
長 

頼 

甲
子 

 
 

バ
ザ
ー
委
員
長 

 
 

池
田
哲
朗 

 
 

フ
ィ
リ
ピ
ン
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

安
次
嶺
佳
子 

 
 

100
周
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

橋
本
周
二
郎 

 
 

司
会
・
宣
教
委
員
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
田
新
一
郎 

 

藤
田 

隣
人
と
言
っ
た
時
、
教
会
の
外

の
人
と
思
う
こ
と
も
あ
る
が
、
外
と
の
つ

な
が
り
を
伺
い
た
い
。 

 

橋
本 

教
会
に
新
し
い
人
を
受
け
入

れ
な
い
雰
囲
気
も
あ
る
。
地
域
に
根
差
す

教
会
と
し
て
、
近
隣
の
人
が
立
ち
寄
れ
る

教
会
に
し
た
い
。
お
互
い
の
働
き
と
共
に

活
動
に
つ
い
て
発
信
し
て
行
き
た
い
。 

 

頼 

社
会
委
員
会
は
榛
名
か
ら
始
ま

り
、
か
も
め
工
房
と
の
関
わ
り
で
ス
タ
ー

ト
し
た
。
精
神
障
害
者
と
の
社
会
協
力
を

第
一
羈
絆
（
き
は
ん
）
と
し
、
阪
神
淡
路

大
震
災
の
た
め
の
第
1
主
日
昼
食
作
り

を
受
け
皿
に
、
精
神
障
害
者
の
支
援
を
続

け
て
い
る
。 

 

池
田 

教
会
バ
ザ
ー
を
通
し
て
近
隣

の
人
々
の
出
入
り
が
多
く
な
っ
た
。
表
に

出
て
来
な
い
人
々
の
目
に
見
え
る
働
き

と
、
見
え
な
い
成
果
を
感
ず
る
。 

 

安
次
嶺 

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ス
テ
パ
ノ
教

会
は
、
主
教
来
日
の
時
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な

っ
て
7
年
目
。ス
テ
パ
ノ
教
会
は
地
域
の

セ
ン
タ
ー
と
し
て
意
識
改
革
を
行
な
っ

て
居
る
。
地
域
の
ゴ
ミ
の
分
別
、
教
育
、

聖
書
の
勉
強
会
、
特
に
子
供
の
教
育
を
重

視
し
、
犯
罪
者
が
少
な
い
。
一
昨
年
の
台

風
の
時
は
私
た
ち
も
心
配
し
た
。
聖
ス
テ

パ
ノ
教
会
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
つ
な
が

り
、
世
界
に
つ
な
が
る
。
顔
の
見
え
る
関

係
を
世
界
へ
の
窓
口
に
し
て
行
き
た
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
・
藤
田
明
子
） 

■
大
斎
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム 

 

第
❸
回
（
3
月
15
日
） 

 

「
香
蘭
女
学
校
の 

 
 
 

被
災
地
支
援
を
と
お
し
て
」 

 
 
 
 

 

 
 

チ
ャ
プ
レ
ン
・
司
祭 

高
橋
宏
幸 

 

香
蘭
女
学
校
と
し
て
東
日
本
大
震
災

の
被
災
者
の
た
め
に
何
か
で
き
な
い
だ

ろ
う
か
と
考
え
た
折
、
６
世
紀
の
ベ
ネ
デ

ィ
ク
ト
と
い
う
修
道
士
の
「
祈
れ
、
そ
し

て
働
け
」
と
い
う
言
葉
が
頭
に
浮
か
び
ま

し
た
。
こ
の
言
葉
は
「
命
の
使
い
方
を
思

い
巡
ら
す
こ
と
」
と
解
釈
で
き
ま
す
。
キ

リ
ス
ト
教
の
祈
り
と
は
単
な
る
願
い
に

は
留
ま
ら
ず
、
そ
こ
に
は
決
意
表
明
が
あ

り
ま
す
。
パ
ウ
ロ
は
「
祈
り
と
願
い
」
と

い
う
言
い
方
を
し
ま
し
た
が
、
祈
り
と
は

「
願
い
＋
決
意
表
明
」
と
い
え
ま
す
。 

 

「
被
災
地
の
方
た
ち
の
た
め
に
私
た
ち

に
今
で
き
る
こ
と
は
何
な
の
か
」
を
問
い

続
け
よ
う
と
決
意
し
た
中
で
、
日
本
聖
公

会
の
「
い
っ
し
ょ
に
歩
こ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
通
し
て
名
取
市
の
箱
塚
佐
倉
団
地

の
自
治
会
長
さ
ん
か
ら
仮
設
住
宅
で
の

過
酷
な
生
活
状
況
を
伺
う
機
会
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
北
軽
井
沢
に
あ

る
「
香
蘭
女
学
校
清
香
寮
」
に
迎
え
入
れ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
現
す
る
に
至
っ

た
の
で
す
。 

「
人
は
人
の
心
に
生
か
さ
れ
る
、
動
か 

 

２
０
１
５
年 

大
斎
研
修
の
要
旨 

そ
の
２ 

 
 

主
題
「
隣
人

と
な
り
び
と

を
考
え
る
」 



（3） 

 

 

 

さ
れ
る
。」
―
寮
滞
在
の
最
終
日
に
自
治

会
長
さ
ん
が
思
い
を
全
て
込
め
て
お
っ

し
ゃ
っ
た
「
あ
り
が
と
う
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
。」
と
い
う
言
葉
に
、
私
達
も
思

わ
ず
目
頭
と
胸
を
熱
く
し
て
感
謝
し
ま

し
た
。 

 

東
日
本
大
震
災
を
巡
っ
て
心
に
残
っ 

た
言
葉
の
一
つ
は
、
韓
国
軍
兵
士
の
言
葉
、

「
頼
ま
れ
な
く
て
も
困
っ
て
い
る
人
が

い
れ
ば
助
け
る
の
が
隣
人
だ
。」
で
す
。 

良
き
サ
マ
リ
ア
人
の
話
が
浮
か
ん
で
き 

ま
す
。
も
う
一
つ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活 

動
の
振
り
返
り
の
時
間
に
「
生
き
て
い
て

よ
か
っ
た
」
と
言
っ
た
生
徒
の
言
葉
で
す
。

心
に
重
荷
を
背
負
っ
て
き
た
こ
の
生
徒

は
、
東
北
の
人
た
ち
の
姿
を
通
し
て
、
生

き
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
、
苦
し
さ
、
命

の
尊
さ
を
教
え
ら
れ
た
の
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
・
村
井
美
帆
） 

 

■
大
斎
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム 

 

第
❹
回
（
3
月
22
日
） 

 

「
伝
道
師
退
職
記
念
講
演
」
概
要 

  
 
 
 
 
 
 

伝
道
師 

橋
本 

守 

  

‐
中
世
以
降
の
キ
リ
ス
ト
教
史
よ
り
‐ 

 

今
回
は
、
橋
本
伝
道
師
が
定
年
退
職
に

際
し
て
の
記
念
講
演
と
し
て
、
標
題
に
つ

い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

キ
リ
ス
ト
教
は
13
世
紀
に
入
っ
て「
罰

す
る
神
」
か
ら
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
等
の
愛
す

る
神
」
に
変
貌
し
て
行
き
ま
す
。
15
世
紀

に
な
る
と
西
欧
は
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
を
迎

え
、
科
学
・
技
術
・
芸
術
が
進
歩
し
、
航

海
技
術
等
の
発
達
、
商
工
業
の
発
展
が
見

ら
れ
、
16
世
紀
に
は
一
五
一
七
年
の
ル
タ

ー
や
一
五
四
一
年
の
カ
ル
ビ
ン
に
よ
る

宗
教
改
革
が
行
な
わ
れ
、
一
五
三
四
年
に

は
イ
ギ
リ
ス
の
国
教
会
（
聖
公
会
）
も
ロ

ー
マ
教
会
か
ら
分
離
独
立
し
ま
す
。 

 
こ
の
頃
、
活
版
印
刷
術
の
発
明
が
聖
書

の
普
及
に
役
立
ち
、
航
海
技
術
の
発
達
で

15
世
紀
末
の
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
ア
メ
リ
カ

大
陸
到
達
、
ヴ
ァ
ス
コ
・
ダ
・
ガ
マ
の
イ

ン
ド
航
路
開
拓
に
よ
り
、
先
進
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
キ
リ
ス
ト
教
諸
国
が
ア
メ
リ
カ
大

陸
を
始
め
、
ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
、
日
本

に
も
渡
り
、
キ
リ
ス
ト
教
も
世
界
に
広
ま

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
重
商
主

義
、
領
土
拡
大
、
帝
国
主
義
等
と
相
俟
っ

て
、
原
住
民
の
殺
戮
、
奴
隷
化
、
金
銀
他

の
収
奪
が
あ
り
植
民
地
経
営
も
生
じ
ま

し
た
。 

 

一
方
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
市
民
革
命
、
産

業
革
命
が
あ
り
、
20
世
紀
に
入
る
と
第
一

次
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
起
こ
り
ま
す
。 

 

二
つ
の
世
界
大
戦
を
経
て
、
先
進
諸

国
は
民
主
化
の
時
代
と
な
り
、
ロ
ー
マ

法
王
の
反
省
の
結
果
、
第
二
バ
チ
カ
ン

公
会
議
、
ラ
ン
ベ
ス
会
議
、
そ
の
他
の
宗

教
会
議
も
あ
り
、
一
九
六
三
年
、
四
百
年

続
い
た
ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議
で
制
定
さ

れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
の
典
礼
を
標
準
に
し

た
カ
ト
リ
ッ
ク
典
礼
憲
章
の
改
正
が
あ

り
、
一
九
七
〇
年
に
司
祭
と
会
衆
の
対
面

式
が
実
現
し
ま
し
た
。
礼
拝
時
の
ラ
テ
ン

語
は
各
国
語
と
し
、
構
造
上
、
様
式
上
の

格
差
を
無
く
し
、
会
衆
よ
り
聖
職
上
位
を

是
正
し
ま
し
た
。 

 

日
本
聖
公
会
の
祈
祷
書
も
一
九
五
九

年
か
ら
一
九
九
〇
年
の
間
に
改
正
さ
れ
、

カ
ト
リ
ッ
ク
と
聖
公
会
も
和
解
し
ま
し

た
。 

 

私
達
の
聖
堂
も
二
〇
一
二
年
の
改
築

の
際
は
、
チ
ャ
ン
セ
ル
を
低
く
し
コ
ミ
ュ

ニ
オ
ン
レ
ー
ル
を
改
変
す
る
な
ど
平
等

を
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
、
民
主
化
を
念
頭
に
、

礼
拝
が
捧
げ
ら
れ
て
来
ま
し
た
。 

  

長
年
の
私
の
Ｍ
Ｃ
（
式
典
長
）
と
し
て

の
経
験
を
通
し
て
、
常
に
礼
拝
を
大
切
に

し
て
き
た
三
光
教
会
に
つ
い
て
も
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
・
吉
村
輝
夫
） 

 

★
3
月
の
教
会
会
計
報
告
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。 

教会のお掃除にご協力を 
 

聖堂内外のお掃除の協力者が

少なくなりました。土曜日の午

前 10時からお昼までご奉仕くだ

さい。ご協力いただける方は直

接参加してください。 

  

 はじめて教会にいらした方へ 

礼拝様式に馴れない方は礼拝中

椅子にお掛けになったままで結

構です。 

 礼拝中の献金は、信施金とし 

て伝道のために献げられるも

のです。金額は自由です。 

 わからない点は隣の席の者か

入口の案内係にお聞きくださ

い。 

  

礼拝のご案内 

■主日礼拝 

 午前 7:00 早祷・嘆願 

 午前 7:30 聖餐式 

 午前 9:00 ステパノ会 

     (日曜学校)礼拝 

 午前 10:30 聖餐式 

 午後 4:00 夕の礼拝 

■平日礼拝 

月曜日から土曜日までは、

毎朝 6:30 の早祷に引き続

いて聖餐式 
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教会のお掃除にご協力を 
 

聖堂内外のお掃除の協力者が少な

くなりました。土曜日の午前 10時

からお昼までご奉仕ください。ご

協力いただける方は直接参加して

ください。 

  

はじめて教会にいらした方へ 
 

礼拝様式に馴れない方は礼拝中椅

子子にお掛けになったままで結構

です。 

 礼拝中の献金は、信施金とし 

て伝道のために献げられるもの

です。金額は自由です。 

 わからない点は隣の席の者か入

口の案内係にお聞きください。 

  

礼拝のご案内 

 

■主日礼拝 

 午前 7:00 早祷・嘆願 

 午前 7:30 聖餐式 

 午前 9:00 ステパノ会 

     (日曜学校)礼拝 

 午前 10:30 聖餐式 

 午後 4:00 夕の礼拝 

■平日礼拝 

月曜日から土曜日までは、毎

朝 6:30 の早祷に引き続いて

聖餐式 
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クワイヤーメンバー募集 ♪ ♪ 

 歌で奉仕しようと言うお気持ちの 

  ある方の参加をお待ちしています。 

 特に男性パートの方のご参加をお願いいたします。 

〈練習〉：毎週日曜日  9:30～ 

    ウィークデイレッスン  月1回 19:00～ 

〈連絡先〉 三光教会クワイヤー  斎藤  大川 


